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研究成果の概要： 
国際大学において日本人学生は、留学生と一緒に様々な課題に基づいた作業を完遂させる過程

で英語を使わなければならない状況におかれるが、この際、「問題基盤型学習法」（Problem Based 

Learning。以下「PBL」という。）を用いることで日本人学生のコミュニケーション能力を向上

させることができる。 

 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007年度 840,000 0 840,000 

2008年度 490,000 147,000 637,000 

年度    

年度    

  年度    

総 計 1,330,000 147,000 1,477,000 

 
 
研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：教育学・教育学 
キーワード：問題指向的学習、国際教育 
 
１．研究開始当初の背景 
立命館アジア太平洋大学の言語教育セン

ターで上級講師として教鞭をとっている。ビ

ジネス英語を受け持っており、授業の中で

PBLを採用している。 

 
 
 

２．研究の目的 
研究目的として以下を提起する。 

(1) 学生が課題に取り組む際に、PBLはどの

程度学習意欲を高め、科目内容の理解力

を向上させることができるか？  

(2) 様々な文化背景を持つ学生と協力し作

業を進めるにあたって、PBLはどの程度、
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学生の国際感覚を育成できるのか？  

(3) 課題に基づいた作業を進めるには英語

を使わなければならないが、この際、PBL

を用いることで、どの程度日本人学生の

英語コミュニケーション能力を向上さ

せることができるのか？  

 
 
 
３．研究の方法 
(1) PBLに関する文献レビュー 

(2) 講義中心の授業方法に関する調査 

(3) 教育カリキュラムにおけるPBLの導入 

(4) 既に授業で PBLを用いているシンガポ

ールと日本のかつての同僚との協議 

 
 
 
４．研究成果 
 
学生は学びの刺激剤として、PBLを用いた学

習方法を徐々に受け入れていく傾向にある

ことがこの研究によって明らかになった。ま

た、提起された問題に基づく授業課題に取り

組みながら、学生の自発的な学びも向上した。

さらに、学生は問題の解決策を分析した後、

計画を立て解決方法を特定する、という経験

を通して学んでいたことが分かった。自分の

英語に自信がなく、初めのうちはPBL課題に

ついて他の学生とのディスカッションには

非積極的であった者もいたが、実施条件が適

切であれば、PBLは効果的で、特に、英語中

級以上の学生には効果があることもこの研

究で示された。 
 
 

以下、前述の各研究目的についての結果であ

る。 

 

(1) 学生が課題に取り組む際に、PBLはどの

程度学習意欲を高め、科目内容の理解力を向

上させることができるか？ 

 

－ 学生は、教員が一方的に知識を伝える講

義中心の教授方法を通してではなく、自らの

発見によって学んでいることが研究によっ

て示された。この学習方法は学生の「深い学

び」に繋がり、科目内容の記憶保持能力も向

上した。また、PBLにより学生は現実社会の

問題を解決しようと互いに協力していきな

がら自らの学びに主体的に取り組んでいく、

という結論を学生のレポートや宿題から導

きだすことができた。さらに、学生はPBLを

通じた課題プロジェクトに携わりながら授

業内容の知識基盤を広げることもできた。プ

ロジェクトに取り組みながら学生は、授業内

容に関連した技術、概念、見解の習得に集中

できるだけでなく、様々な見解に関する諸問

題を探求、実証し、模擬的ではあるが将来学

生が直面する現実社会の難題を体験できる

ことがこの研究によって明らかとなった。 

 

(2) 様々な文化背景を持つ学生と協力し作

業を進めにあたって、PBLはどの程度、学生

の国際感覚を育成できるのか？  

 

－ PBLは異文化環境での協同的な学びを促

進する為、学生に有意義な経験を提供すると

いう傾向にあることが研究結果によって明

らかとなった。ほとんどの学生は、国際感覚

を持った他の学生と協力し現実社会の問題

を反映した課題に取り組みながら、先入観の

ない柔軟な考え方を身に付けていった。多文

化環境においてブレーンストーミングを行

い様々な考えを得るなかで、PBLを通じて提

起された問題は、学生が「既存の考えから脱

却する」ための刺激剤および枠組みとなった。

留学生からのフィードバックを通じて、日本

人学生は問題に対処する際に自分の考えを

どのように表現すべきか、また、どのように



 

 

責任を共有すべきか、について学ぶことがで

きた。また、PBLは異文化環境でのコミュニ

ケーション能力に関する理解を向上させる

為、国際大学で第3言語を学んでいる学生に

も効果的である、ということも研究によって

示された。 

 

 

(3) 課題に基づいた作業を進めるには英語

を使わなければならないが、この際、PBLを

用いることで、どの程度日本人学生の英語コ

ミュニケーション能力を向上させることが

できるのか？ 

 

－ PBLによって、日本人学生はきちんとし

た英語を使おうという意識が高まったこと

が研究結果によって示された。また、留学生

と協力しPBLプロジェクトを進めていくこと

で、日本人学生は英語を話す学生とどのよう

にコミュニケーションをとればよいのかも

学んだ。この経験によって他の学生と話すと

きも、以前よりもきちんとした英語を使うこ

とに注意するようになった。さらに、複数の

英語圏の学生と協力していきながら、学生は

英語を母国語とするのはアメリカ人やイギ

リス人だけではなく、色々なアクセントを持

った英語があることも理解でき、その結果、

様々な英語に対する理解も深まった。 
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